
 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 題材の目標 

私達の郷土にある富士山周辺の自然、歴史、文化に触

れることを通して、それらを守る地域の人々の思いを理

解し、得た情報を目的に応じて適切に収集・蓄積すると

ともに、自然保護に対する理解を深め、課題解決に向け

て、協働的に取り組もうとしている。 

 

２ 題材の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①郷土の自然の特色について

の学習を通して、自然、歴

史、文化を守る地域の人々

の思いを理解しいている。 

②郷土の自然の特色について

他者に伝えることを通し

て、適切な他者との関わり

を身に付けている。 

③郷土の自然の特色に関心を

もち、自分ができることを

探究的な学習を通して習得

している。 

④郷土の自然の特色について、自身の

予想との隔たりから課題を設定し、

解決に向けて自分にできることを

具体的に考えようとしている。 

⑤郷土の自然の特色について得た情

報を、目的に応じて取捨選択する中

で、適切に収集・蓄積している。 

⑥複数の情報を比較したり、関連付け

たりしながら課題の解決に向け、整

理や分析をしている。 

⑦伝える相手や目的に応じて自分の

考えをまとめ、適切な方法で表現し

ている。 

⑧郷土の自然の特色につ

いての調べ学習を通し

て得た知識や他者の考

えを生かしながら、協働

して課題解決に取り組

もうとしている。 

⑨課題解決の状況を振り

返り、あきらめず粘り強

く取り組んでいる。 

 

３ 単元について 

本単元では、富士山周辺の自然の特色について、調べ学習を通して得た知識をもとに仮説を立て、

校外学習において実地研修で検証をし、そのことを事後レポートにまとめ発表させる。また、発表

を通じて更に探究課題を見つけさせたい。また、発表においては、１人１台端末を使い、新たな対

話の形にも挑戦させたい。 

 

 

ＩＣＴ活用事例 Ｃ３（協働制作） 

中学校１年・総合的な学習の時間  「富士山周辺の自然環境」 

使用機器：１人１台端末  使用アプリ：ホワイトボードソフト 

 

〈ＩＣＴ活用のポイント〉 

①ホワイトボードソフトを活用することで、校外学習事後レポートを協働で制作す

ることができる。 

②１つのボードを共有しているため、他の班や班員のものを参考にお互いを高め合

いながら活動でき、仲間の進行状況を確認しながら作業を行うことができる。  



 

 

４ 指導と評価の計画（全 2５時間中の一部） 

小単元名《時数》 ねらい・学習活動 知 思 態 評価方法 

１  校外学習事後レ

ポートのテーマを

まとめる《4》  

※本時 

・郷土の自然の特色を知るために主体的に

学習する。 

・今まで調べてきた情報（校外学習事前調

べ）や校外学習での実地研修をもとに、

校外学習事後レポートを記入すること

を通じて、郷土の自然の特色について気

付く。 

・共同編集を行うことで、自分の考えを班

員に伝えレポートを作っていく。 

 

 

 

 

 

 

 

② 

 

 

⑥ 

⑧ ・発言 

・ワークシート 

２  校外学習事後レ

ポートの準備と発

表《３》 

・相手に応じたまとめと、発表の準備をす

る。 

・仲間に発表することで郷土の自然の特色

について再認識する。 

・仲間から、客観的な意見やアドバイスを

もらうことにより新たな課題を設定す

る。 

 ⑦  ・発言 

・ワークシート 

・発表 

３  更なる探究課題

の設定《２》 

・発表時に仲間からの意見等を元に更なる

探究課題の設定をする。 

③  ⑨ ・ワークシート 

 

５ ＩＣＴの効果的な活用について 

  ホワイトボードソフトは、１つのシートで同時に作業することができ、共同編集に適している。

また、シート内で他の班のレポートも確認することができるため、それらを参考にしながらレポー

トを作成することが可能である。 

指導者も全体の作業の進行状況を把握しやすくなり、効果的な声かけができる。今回は中学１年

生ということで、グループでのポートフォリオ作りであったが、個人で作成することもでき、それ

を蓄積していくことで、学びの履歴として記録ができる。さらに、デジタルで保存することにより、

次年度以降の参考資料としても活用できる。 

１人１台端末を活用することで、大型ディプレイやプロジェクター等の機器を準備する必要

がなくなる点もＩＣＴ活用の利点である。生徒も伝えたい部分を拡大して表示することで、よ

り印象的に伝えることが可能であり、聞く側にとっても文字やグラフ等を自分にあったサイズ

で見ることができる。 

 

 

 

 



 

 

【成果物】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


